
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野市立南部図書館 
〒388－8006 

長野市篠ノ井御幣川 1201 番地 
TEL （026）292－0143 
FAX （026）292－0559 

https://library.nagano-ngn.ed.jp/ 

ハートフルなんぶ 
２０２２．１１月号  vol. ２８８ 

 

11 月のテーマ「世界」 

    『世界の美しい書店』 今井 栄一／著 宝島社 ≪０２４イ≫ 

『世界の神様解剖図鑑』 平藤 喜久子／著 エクスナレッジ ≪１６４ヒ≫ 

『「変」なクラスが世界を変える!』 沼田 晶弘／著 中央公論新社 ≪３７４ヌ≫ 

『世界の国鳥』 アフロ／写真 青幻舎 ≪４８８セ≫ 

『世界の天空の城 アフロ／著 青幻舎 ≪５２０セ≫ 

『ヤミーさんのおうちで世界一周レシピ』 ヤミー／著 主婦の友社 ≪５９６ヤ≫ 

『世界の樹木』 トニー・ラッセル／文 化学同人 ≪６５３ラ≫ 

『世界で一番美しい駅舎』 エクスナレッジ ≪６８６セ≫ 

『世界の美しい民藝』 巧藝舎／著 グラフィック社 ≪７５０セ≫ 

『世界の宝石文化史図鑑』 ジェフリー・エドワード・ポスト／著 原書房 ≪７５５ホ≫ 

『世界の名門オーケストラ』 音楽の友／編 音楽之友社 ≪７６４セ≫ 

『世界泥棒』 桜井 晴也／著 河出書房新社 ≪Ｆサ≫ 

『世界中の青空をあつめて』 中村 航／著 キノブックス ≪Ｆナ≫ 

『世界収集家』 イリヤ・トロヤノフ／著 早川書房 ≪９４３ト≫ 

     

『蹴れ、彦五郎』 今村 翔吾／著 祥伝社 ≪Ｆイ≫ 

『空を駆ける』 梶 よう子／著 集英社 ≪Ｆカ≫ 

『先祖探偵』 新川 帆立／著 角川春樹事務所 ≪Ｆシ≫ 

『腹を割ったら血が出るだけさ』 住野 よる／著 双葉社 ≪Ｆス≫ 

『こいごころ』 畠中 恵／著 新潮社 ≪Ｆハ≫ 

『財布は踊る』 原田 ひ香／著 新潮社 ≪Ｆハ≫ 

『その本は』 又吉 直樹／著 ポプラ社 ≪Ｆマ≫ 

『ウクライナにいたら戦争が始まった』 松岡 圭祐／著 KADOKAWA ≪Ｆマ≫ 

『よって件のごとし』 宮部 みゆき／著 KADOKAWA ≪Ｆミ≫ 

『刑期なき殺人犯』 ミキータ・ブロットマン／著 亜紀書房 ≪９３６フ≫ 

『あした何着よう』 林 真理子／著 マガジンハウス ≪９１４．６ハ≫ 

『年寄りは本気だ』 養老 孟司・池田 清彦／著 新潮社 ≪３０４ヨ≫ 

『面白くて眠れなくなる脳科学』 毛内 拡／著 PHPエディターズ・グループ ≪４９１モ≫ 

『家づくりはじめからおわりまで』木 敏彦／著 エクスナレッジ ≪５２７ス≫ 

『鶏むねダイエット最強たんぱく質レシピ 150』 エダジュン／著 主婦と生活社 ≪５９６エ≫ 

『ムーミン谷のしあわせレシピ』 トーベ・ヤンソン／絵と引用文 講談社 ≪５９６ム≫ 

『阿川佐和子のこの噺家に会いたい』 阿川 佐和子／著 文藝春秋 ≪７７９ア≫ 

『夏井いつきの「今日から一句」』 夏井 いつき／著 第三文明社 ≪９１１．３ナ≫ 

今月の新刊案内 

https://library.nagano-ngn.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間：午前１０時～午後６時 

■は休館日です 

『続く 世界』 
 
義父が天寿を全うして亡くなった。川中島に生まれ育ち、仕事をし、家庭を持ち、農家の後継ぎとなった父。 

たくさんの写真をめくりながら、父の人生を振り返る。兄弟姉妹と…学生時代の友と…職場での真剣なま

なざし…子どもの結婚式での父としての顔…家を新築して…。 

１枚１枚の写真の中に、その時代の父の世界が広がっていた。場があり、人がいて、語らいまでが聞こえて

くるようだ。父の世界が確かに存在していた。 

 そして、たくさんの写真を見ているうちに、父の人生が、川中島の地に軸を立て、それを中心にしてベン図

のように経験と人との出会いの円を描き、時代とともにたくさんの円を重ねてきたのだと、そんなイメージが

わいてきた。 

その中には、息子と結婚した私も存在し、孫も生まれ、私の実家との円もまた新たに加わって、時代ととも

に軸は伸び、円は重なっていく。 

そして改めて、父の人生の軸は、この川中島の地にすっくと立っていたことを強く思った。 

田畑を守り、家を守ることが、人生の大きな意義であっただろう、そんな人だった。 

現代、生まれた地で人生の軸を立て、全うできる人は、どれだけいるだろう。以前にも増して人々は、その軸

を大きく移動させている。 

私もまた然り、そして今、川中島の地に、父と同じ地に、軸を立てている。縁あって父の世界と重なり、引き

継いでいる。 

家族、親戚、職場、地域、友人、趣味の仲間…今の私のベン図の 

円を大事に、言い換えれば「縁」を大事に、人生を歩んでいこうと 

思う。これから先、どんな新しい私の円「縁」ができるのか、それも 

また楽しみである。 
 

寄稿：サマンサＬ 

      

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 1 1 2 3

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10
13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17
20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24
27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

２０２２年１２月２０２２年１１月

第２４回南部図書館まつりを開催しました 
 

本年も多くの方にご参加をいただきました。 

また、新型コロナ感染症対策にご協力いただき、ありがとうございます。 

南部図書館では今後も感染症対策を行いながら、 

皆様に親しまれる図書館づくりに努めてまいりますので、 

今後ともよろしくお願いいたします。  

ベン図の例 


